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　長岡大学の「長岡地域＜創造人材＞養成プロ
グラム」は、文部科学省「地（知）の拠点（ＣＯＣ）
整備事業」（平成 25 ～ 29 年度）に採択されまし
たが、平成 28 年度からは文部科学省の指示に
より、文部科学省「地（知）の拠点大学による地
方創生推進事業（ＣＯＣ＋）」（平成 28～31年度）
に参加しております。
　ＣＯＣ事業最終年度の平成29年度は地方創生
３年目にあたるので、地方創生前進＝イノベーショ
ンの観点から、「人口減少と長岡地域活性化の展
望－長岡地方創生のさらなる前進へ－」のテーマ
で、来る７月に、シンポジウムを開催しました。
　当シンポジウムは、「人口減少時代と長岡地域活性化の方向－長岡地方創生への視点－」（平成 27年
11月）に引き続くシンポジウムであり、新潟県内自治体の人口減少とその影響分析を報告し、新潟・長岡
地域の地方創生＝多様なイノベーション・雇用機会拡大へのさらなる前進を図ろうとするものです。
　長岡地域の地方創生を推進されている、あるいは関心をお持ちの方 な々ど、当日は100 名超の皆様に
参加いただき、盛況のうちに終了することができました。
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文部科学省「地（知）の拠点（ＣＯＣ）整備事業」（平成25～29年度）／「地（知）の拠点大学による地方創生 
推進事業（ＣＯＣ＋）」（平成28～31年度）＝長岡地域＜創造人材＞養成プログラム

２０１７長岡大学地域連携研究センターシンポジウム

人口減少と長岡地域活性化の展望－長岡地方創生のさらなる前進へ－

記
１　名　　　称　　2017長岡大学地域連携研究センターシンポジウム
２　テ　ー　マ　　人口減少と長岡地域活性化の展望－長岡地方創生のさらなる前進へ－
３　時　　　期　　平成29年７月７日㈮　14：30～17：00　＊14：00～受付開始
４　会　　　場　　長岡グランドホテル「悠久の間」
５　参　加　費　　無料
６　次　　　第

総合司会：長岡大学教授／地域連携研究センター運営委員長　小　松　俊　樹 　
　　あいさつ

長岡大学長／地域連携研究センター長　村　山　光　博 　
　　第１部　基調報告　　人口減少時代と長岡地域活性化の方向

長岡大学副学長／教授　鯉　江　康　正 　
　　第２部　パネルディスカッション
　　　テーマ：人口減少と長岡地域活性化の展望－長岡地方創生のさらなる前進へ－
　　パネリスト
　　　長岡市イノベーション推進監  金　子　淳　一 氏
　　　株式会社 システムスクエア代表取締役 山　田　清　貴 氏
　　　長岡商工会議所専務理事 山　村　雅　隆 氏
　　　公益財団法人にいがた産業創造機構経営支援グループディレクター 目　黒　正　義 氏
　　　長岡大学副学長／教授 鯉　江　康　正 　

　　　コーディネーター　長岡大学教授　原　田　誠　司 　

７　主　　　催　　長岡大学地域連携研究センター
　　後　　　援　　 長岡市、長岡商工会議所、財団法人にいがた産業創造機構、NPO法人長岡産業活性化協会
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　本日はご多用のところ、長岡大学地域連携研究センターシンポジウムにお運びいただきましてあ
りがとうございます。また、日頃から長岡大学の諸活動へのご協力に感謝申し上げます。
　開会にあたり、私からはこのシンポジウムの趣旨について少しお話しさせていただきます。
　本学は、平成25年度に文部科学省の「地（知）の拠点整備事業」（大学COC事業：５年間）に採用
いただきました。事業テーマは「長岡地域＜創造人材＞養成プログラム」であります。このプログ
ラムは、本学で設定した長岡地域の３つの課題（産業活性化、市民協働による社会課題解決、地域
コミュニティ活性化）に、大学が教育、研究、社会貢献の面から、地域を志向した取り組みを行い、
地域の知の拠点へと大学を改革していく革新的な事業であります。この間、着実に事業を進めてき
ましたが、平成29年度は、このCOC事業の最終年度でもあります。
　研究面からの地域課題への取組みとしては、地域への研究成果の還元として、産業競争力／創造
人材／人口減少／ボランティア活動などのテーマを掲げまして、年度ごとに調査を行い、このよう
なシンポジウム等の場での発表・報告と報告書のとりまとめを行ってまいりました。
　本日のシンポジウムは、「人口減少」をテーマとしておりますが、実は２年前にも同じく人口減少
をテーマとしてシンポジウムを開催しておりました。その際は「長岡地方創生への視点」というサ
ブテーマをつけておりましたが、その時の基調報告を行った本学教授の鯉江がその後さらに調査を
進め、前回の内容に昨年調査した結果を加えた内容で今回も基調報告をさせていただきます。その
発表の後に、本日ご参加いただいたパネラーの皆様からのご意見を伺い、議論を深めたいと考えて
おります。
　ところで、本学では、今年度秋に「事業承継」をテーマにしたシンポジウムを開催する予定です。
現在、企業の「事業承継」についての調査研究を継続中です。秋のシンポジウムについては、追っ
てご案内いたしますので、ぜひ、ご参加をお願いいたします。
　それでは、本日は短い時間ではありますが、最後までお付き合いいただければ幸いです。よろし
くお願いいたします。

主催者の開会ご挨拶

長岡大学学長
地域連携研究センター長　

村　山　光　博

2017年７月長岡大学地域連携研究センターシンポジウム



19

長岡大学　地域連携研究センター年報　第４号（2017年11月）

テーマ：人口減少と長岡地域活性化の展望
―長岡地方創生のさらなる前進へ―

株式会社システムスクエア
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２０１７長岡大学地域連携研究センターシンポジウム第2部　パネルディスカッション

＜コーディネーター＞
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原田誠司（長岡大学教授）
　それでは、第２部のパネルディスカッション
に移りたいと思います。コーディネーターを務
めます原田と申します。よろしくお願いします。
　進め方を最初に申し上げます。最初に、討論
ポイントについて私が簡単に申し上げまして、
その後パネリストの自己紹介を行います。討論
の冒頭に、今年は長岡市の地方創生の中間年で
すので、２年間の進捗状況を長岡市のイノベー
ション推進監の金子様に10分くらいお話しいた
だきます。
　議論については、基本的には先ほどの基調報
告にありましたように、１つは、長岡市の人口
の社会減を抜本的に改善する方策について、つ
まり、長岡市の拠点性についての議論を行いた
い。
　２つ目には、産業振興が社会減を改善すると
の観点から、新規事業の開発、つまり、イノベー
ションをどう起こし、継続するかという、イノ
ベーションの方策を議論したい。第３には、若
者が東京等大都市部に出ていって帰らない、学
生の場合もありますし、仕事についても若者の
早期離職という問題もありまして、若者人材を
どうこの地域で定着してもらうか。そういう意
味ではこの地域の魅力をどうつくるかというこ
とですね。大きくはこの３点について議論をし
たいと思います。
　それでは、自己紹介を簡単に行いまして、金
子様のスピーチに移りたいと思います。それで
は、目黒さんからお願いします。

目黒正義 （にいがた産業創造機構経営支援グループディレクター）

　にいがた産業創造機構の目黒と申します。日
ごろ大変お世話になりまして、ありがとうござ
います。お手元に私どものパンフレットを配布
させていただきました。私どもにいがた産業創
造機構は新潟県知事が理事長を務める産業振興
推進組織であります。
　主に新潟県を元気にしようということで、新
潟県の外郭団体としまして、製造業、サービス

業、卸業等々への財政面の支援も含めて、新事
業開発を推進しております。今日いくつか、後
で追って具体的な事業内容をご説明させていた
だこうと思いますが、多々ある事業のなかで今
回は新潟県の魅力を発信している事業をご紹介
させていただきます。今日は、よろしくお願い
します。

山村雅隆 （長岡商工会議所専務理事）

　皆さんこんにちは。長岡商工会議所専務理事
の山村と申します。よろしくお願いいたしま
す。私は、見附市出身で、高校は長岡市内でし
た。高校時代には甲子園にも出場したことがあ
ります。大学時代も野球を続けまして、リーグ
戦で優勝したご褒美で台湾に遠征したこともあ
ります（台湾の大学チームとの親善試合で３戦
３勝）。
　昭和55年３月に大学を卒業しまして、長岡商
工会議所に採用されました。平成14年に事務局
長に指名され、平成22年４月からは専務理事に
選任され、現在に至っています。よろしくお願
いします。

金子淳一 （長岡市イノベーション推進監）

　長岡市イノベーション推進監の金子と申しま
す。よろしくお願いします。平成23年から、危
機管理監を務めておりますので、自然災害が起
こりそうになるとそちらの方の仕事がメインに
なります。昨年、磯田市長が就任してから、長
岡のイノベーションを誰が進めるかが議論にな
りました。私はかつて、信濃川テクノポリス開
発機構に出向していたことがありまして、また、
長岡造形大学の設立にも関わりまして、出身大
学が理系であったこともあり、イノベーション
がわかるのは私しかいない、というようなこと
で指名されたようです。指名された以上は真剣
に必死になってやっております。長岡版イノベー
ションをどのように進めるか。まだとりかかっ
たばかりですが、一つよろしくお願いします。

人口減少と長岡地域活性化の展望
― 長岡地方創生のさらなる前進へ ―
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山田清貴 （株式会社システムスクエア代表取締役）

　システムスクエアの代表の山田です。よろし
くお願いします。会社案内がお手元にあると思
いますが、弊社は、私がＵターンで帰ってきて、
平成元年に設立しました。設立10年を過ぎて、
厳しい環境を乗り切るためにはメーカーに転身
する必要があると考え進んできました。現在こ
の３月期で売上げが30 .5億、従業員が160人に
なっています。
　事業としては、いろいろなことをしたのです
が、メーカーになるときに異物検査機に焦点を
定め、食品・医薬品系商品に混入した異物、金
属、ガラス、石といったものを自動検査して見
つけるという機械を製造しています。色々な工
夫をして、他社との違いを明確にしています。
　現在、この業界では、全国でナンバー３です
が、ナンバー１、２に負けないようにしたいと
思っています。今日はよろしくお願いします。

鯉江康正 （長岡大学副学長／教授）

　先ほど基調講演をさせていただきました鯉江
です。専門は地域経済学で、10年ほど前から北
陸新幹線の経済効果を追いかけてきました。そ
のときは、金沢元気だね、新潟負けちゃうね、
といっているくらいで済んだのですが、ここ２
年半くらいは人口減少問題を追いかけておりま
す。人口減少問題は、やればやるほどだんだん
落ち込んでいって、私の健康を害するのではな
いかと思って心配しております。今日は、長岡
が元気になるようなご提案をいただきたいと思
いますので、よろしくお願いいたします。
原田　どうもありがとうございます。それでは
さっそく長岡市の地方創生について金子様にお
話をおねがいしたいと思います。

◉ 長岡市の地方創生事業の展開～中間報告～

金子　長岡の地方創生は、平成27年に策定した
長岡版総合戦略＝「長岡リジュベネーション（長
岡若返り戦略）」に沿って事業展開を行ってい
ます。
　この基本は、若者が主体で、若者自身が参画
して＜志＞を実現できるような、そういう社会
にしていきたいということでこの戦略が策定さ

れました。リジュベネーションRejuvenationと
は、若返り、元気回復のことです。
　この戦略は、資料１（33頁）にありますように、
７つの大きな柱からなっています。戦略１＝若
者定着、戦略２＝子育て、戦略３＝教育、戦略
４＝働く、戦略５＝交流、戦略６＝安全安心、
戦略７＝連携の７つです。
　なかでも、戦略４＝働くでは、３大学１高専
の＜知＞を活かして、産業振興、雇用機会の創
出を図っていくことがポイントになります。
　また、特徴的なのは、戦略１で、「ながおか・
若者・しごと機構」を立ち上げたことです。こ
れは市内３大学１高専、15専門学校、金融機関
を含めた29機関が参画して平成27年12月１日、
１年半ほど前に設立されました。若者と企業の
意向調査、若者のアイデアコンテスト、若者の
提案プロジェクトなど様々な事業・活動を展開
していますが、出会いの場の創出とか長岡で学
ぶ魅力づくりが重要だと考えております。３大
学１高専の学生が中心市街地に出てきやすいよ
うに、ちょい乗りバス券（片道100円）を発行
していますが、大変、好評です。
　また、若者のアイデアコンテストについては、
若者の提案を最大限、実現していく活動もして
おります。ながおか・若者・しごと機構は、長
岡の特徴ある動きだと思いますので、今後、皆
様方も注目していただき、ご支援いただければ
と思っております。
　さらに、戦略５＝交流では、インターンシッ
プとか若手社会人の異業種交流といったことを
積極的に進める工夫もしています。
　長岡が若者の定着する活力があるまちになる
ためには、インフラも大事でして、長岡北スマー
トインターチェンジが今年３月25日にオープン
しております。東バイパスからも県道を通じて
つながっていますので、交通の便が良くなりま
した。また、周辺に流通産業団地を整備する構
想も持っております。
　それから、志ある若い人たちが長岡で事業を
やろうとしたときに、支援するために創設した
のが、「未来の起業家応援事業補助金」です。
平成26年度に創設し、最大で1000万円まで補助
する制度です。1000万円を獲得して起業された
方はまだ１件ですが、今後さらに次々に出てく
ることを期待しております。
　他方で、中心市街地の再開発も進めます。長
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岡駅前大手通りにアオーレ長岡ができ、福祉施
設・トモシアも昨年、オープンしました。子育
て支援施設もできております。現在、大手通表
町東地区市街地開発事業も検討しています。コ
ンセプトは、人づくりと産業振興です。何が一
番のポイントかといいますと、産学協働、つま
り３大学１高専の＜知＞を活かして長岡のイノ
ベーションを進めたいという、磯田市長の意向
を実現するためには、産学連携拠点を整備し、
学生、企業がいつでもそこに行って相談、研究
できる必要があります。長岡商工会議所が提唱
している「長岡産業ビジネス交流館（仮称）」
にこの内容も加えられないかということで、学
長はじめ有識者の方々と検討をはじめたところ
です。
　交流については、観光の分野で「中越文化観
光産業支援機構」ができております。中越地域
の12の市町村をはじめとする団体が参加し、共
同のリーフレット作成、観光コースの設定など
を進めています。一番わかりやすいのが、与板
BBQ（バーベキュー）のビール園です。日本
に最初にビールの醸造技術を持ち込み、サッポ
ロビール創業醸造家である中川清兵衛が与板出
身であることを記念して、サッポロビールの
BBQのビール園をつくりました。バスで乗り
付けて食事ができます。
　さらに、長岡を売り込むいろいろなプロモー
ション活動にも力を入れております。アオーレ
長岡、子育ての駅、震災・防災等々、全国的に
みても長岡が参考になるだろうということで、
行政視察を受け入れたりコンベンションの会議
を誘致したりしています。
　2020年のオリンピック・パラリンピックでも、
オーストラリア競泳チームの合宿地に選ばれま
した。来年からは毎年ナショナルチームがやっ
てきます。パンパシフィック水泳選手権、世界
水泳選手権、これは韓国でやるのですが、長岡
で合宿します。そして東京オリンピック・パラ
リンピックにオーストラリアの一流選手が来る
ので、間近に見てもらって、長岡の子どもたち
に、長岡って良いなと感じてもらうことを期待
しています。
　最後に、長岡版イノベーションですが、一言
でいうと、長岡はものづくりのまちですので、
その強みを生かして、地域を活性化していくと
いうこと、そこを目指すということです。わ

れわれ、皆さん方、経営者の方々、お一人お一
人の意識を、３大学１高専の＜知＞をつかって
変えていただく、そういうことを目指したいと
思っているところです。以上です。
原田　どうもありがとうございます。それでは、
これから議論に入っていきます。まず、先ほど
の鯉江の基調報告に対する質問なり意見なりが
ありましたら、挙手をしてください。

◉ 基調報告の長岡市と新潟市の生産性のカーブ
の違いの要因は何か

原田　基調報告の生産性について。長岡市と新
潟市の推計を比べてみると、グラフでいうとだ
いたい似たような傾向ですが、最後の生産性だ
けは逆になっている。新潟市の方は右肩上がり
なのに、長岡市の場合はなだらかに下がってい
る。この違いは数字上でいうとどう解釈すべき
でしょうか。
鯉江　長岡市の人口の推移をみると、2000年ご
ろから緩やかに人口が減少しております。それ
に対して、新潟市は2013年以降一気に人口が減
少する局面に入ります。その結果、新潟市では
就業者や従業者の減少が大きくなると予測され
ます。一方で、生産規模が大きくポテンシャル
の高い新潟市は、生産では緩やかな減少にとど
まっている。その結果として2013年以降生産性
については、新潟市で右肩上がりになっている
のだと思います。
原田　このグラフを見ると、一見すると新潟の
方が良くて、長岡は良くないね、という感じに
なる。ところがそうではなくて、分母の減り方
が違う。長岡は就業者があまり減っていない。
ただ減り方が少ないから、割り算をすれば当然
長岡の生産性が低くなる。これは、経営者の雇
用に対するスタンスの違いか、あるいは、長岡
の企業の方が頑張っているのではないか。

◉ 長岡市の場合も付加価値を上げる必要がある
のではないか

武藤睦治（長岡版イノベーションモデルアドバイザー）　関連
してご質問したいのですが、非常に興味深い基
調講演をいただきましてありがとうございまし
た。新潟市と長岡市を比較しますと、生産性の
ところで傾向が全く違う。それはどうしてかと
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いう話ですが、単純に総生産と就業者数の比で
見ると、新潟市の場合には総生産を上げている
が、就業者減なので生産性は上がっている。長
岡市は総生産が減っており、就業者数はそれほ
ど減らないので生産性は小さく出ているという
ことでしょうか。
　最後のところの結論が理解できなかったので
すが、長岡市の対応について、付加価値の上昇
が期待できないので、就業者を減らさないよう
にすべきだということですが、どうしてそうい
う結論になるのか。むしろ、今のお話の続きで
いうと、長岡市としては総所得、付加価値をもっ
と上げないと、新潟市のように生産性が上がる
という形にはならないように思うのですが、ご
意見をいただけませんか。
鯉江　生産性の動きについては、おっしゃられ
た通りです。ご質問の後半部分については、私
の趣旨は、生産性を上げていくことはもちろん
大事で、それは否定しません。ですが、生産性
をあげて高付加価値化を図って生産や所得を増
やしていこうとしても、ベースとなるのは、働
く人が必要ということです。働く若者が減少し
ていけば、資本集約で補完していくにしても、
いずれは限界に到達するだろうという意味で
す。ましてや人口が減少して需要が減れば生産
の増加はあり得ないということです。
　先ほど原田も言いましたが、結局分子と分母
の関係でなるので、生産性が過去に上がってい
て、これからもある程度上がるから良いではな
いかということでは事は済まない、地域は維持
できないのではないかとご理解いただければと
思います。

◉ 個別の企業の生産性と地域全体の豊かさを考
える必要あり

武藤　例えば、１つの会社があります。従業員
たちが、そのときに付加価値を上げて総生産を
上げるということは非常に大事です。就業者数
が減っても、地域全体としても高付加価値化は
必要なのではないか。産業振興は、それをめざ
すのではないでしょうか。
鯉江　武藤先生が良い質問をしてくれました。
ある１社があったときに、例えば10億円売り上
げていた。それを100人で売り上げていました。
それで、生産性の低い人をどんどん減らして、

50人になって７億円売り上げたら、生産性は上
がります。10億円／ 100人が７億円／ 50人にな
り、生産性は1,000万円が1,400万円に上がりま
す。ところが、10億円だった会社が７億円に減
ることによって、地域が本当に豊かになるのか
というと、そうではないのではないでしょうか
ということを言いたかったわけです。
原田　この問題は議論をするとすごく時間がか
かるのですが、一言私から簡単に申し上げます。
人を減らして（リストラなど）生産性を維持す
るというのは新潟市型、つまり分母が減って、
だけど付加価値はあまり減らない。そうすると
生産性が上がったように見える。でも長岡市の
企業はリストラしないで頑張っている。長岡の
場合は、むしろ従業者数の、つまり分母を維持
して新産業とか新事業という、まさにイノベー
ションをやる。そのことによって逆に生産性が
上がる。そのように考えれば良いのではないで
しょうか。

◉ 長岡の拠点性を産業力の拠点づくりから進める
－長岡商工会議所－

原田　新潟市と長岡市の比較の問題でもそうで
すが、県内の中心都市が拠点性を維持して周辺
にプラスの影響、効果を及ぼせないと、どんど
ん人口が減って、事業所が減って、雇用機会も
減ってしまうということになります。新潟市や
長岡市のような中心都市はちゃんと頑張っても
らわなければ困る、と思います。これから、中
心都市の拠点性をどう維持・高めるか、につい
て、議論したいと思います。まず、長岡商工会
議所の山村さんからお願いします。
山村　拠点性をどう高めるかということです
が、経営現場から見ると、地域の産業力や企業
力を高めることではないでしょうか。もちろん、
市民力も高めなければならないと思います。
　長岡市が地方創生総合戦略を策定されたとき
に、当会議所会頭も、産業界が地方創生を主体
的に進めるということを会員の皆さんに表明し
ました。具体的には、地域産業の活性化と企業
の稼ぐ力を強化することが地方創生を実現する
ためのベースであると考えております。企業の
売上げ・利益をどう伸ばすか、そのために会議
所は何をするべきか、という事業の方向性に転
換しております。
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　当会議所内に、地域まちづくり委員会が設置
されていますが、この委員会で中心市街地の活
性化について検討し、平成25年７月に丸山会頭
へ提言書が提出されました。具体的には、「新
たな産業ビジネス拠点の創造」と、「タウンマ
ネジメント機能の充実による中心市街地のゾー
ニング」などの提案です。既に長岡市へも報告
しておりますが、企業の本社機能及び中枢機能
等を中心市街地へ誘致すること及び、再開発事
業による共同ビルの連続的な建設など、中心市
街地におけるビジネス街の機能を強化すべきと
いう主旨の提言です。
原田　このシンポジウムの事前打合せで、山村
専務から、非常にいい話を聞きました。人口減
少で、事業所も雇用も減って、すべて縮小傾向
になる。この傾向をどう個人、企業、学校、役
所等それぞれが逆転させる行動をとるか、それ
が最も重要だと思う。私が知っている東京圏の
商工会議所の会員企業は年々減少している。と
ころが、長岡商工会議所は、退会する企業・会
員もあるが、それを上回って入会企業・会員が
増えている、とのことです。減少に対して反転
していくという動きが無いと、いろいろなとこ
ろで、拠点性は維持できないと思うのです。山
村専務にその辺を紹介してもらえますか。

◉ 会員の営業サービス活動の強化により会員減
が反転・拡大へ－長岡商工会議所－

山村　当会議所の会員数は純増しています。
ピークは平成10年の2600会員でしたが、その後、
500くらい減少しました。現在は、2400近くま
で戻ってきています。会員に入ってくださいと
言っても、簡単に会員に加入してもらえるわけ
ではありません。会員を増やすために何を変え
てきたかというと、会議所の職員の意識を変え
るところから始めました。平成24年に、丸山会
頭から、今の組織を変える必要があるのではな
いかと指摘され、「営業推進部」を設置しまし
た。営業という名称は、全国で515ある会議所
のなかで、おそらく初めて付けた名称だと思い
ます。営業の定義は、「会員の利益獲得への貢
献活動」としました。まずは営業サービス活動
を積極的に展開して、「交流と連携の拡大」を
図り、多くの会員から会議所を利用してもらえ
る事業を増やしました。営業サービス活動がス

タートした前年の平成24年度と28年度の交流事
業への参加者数を比較すると、約2,100人84％
も会議所の利用者・参加者が増えています。初
めて会議所の事業に参加した会員からも「参加
して良かった」という声を多くいただき、相乗
効果として、利用者・参加者から口コミ等で会
議所事業を広めていただいたこともあり、会員
募集に繋がったケースが数多くありました。こ
れに加えて、会員募集のやり方を、今までは会
議所職員が中心になって取組んでいましたが、
会員や役員の皆さんのお力をお借りして勧誘先
の紹介をお願いすることに切り替えました。そ
の積み重ねが、今の会員数の増加に繋がってい
ると思います。
　その他、会議所の会員向け共済事業にも力を
入れていますが、最近は、全国の会議所のなか
で上位に入ってきています。やはり、会員の皆
さんから会議所をいかに利用してもらえるかに
智恵を絞ることが、私ども事務局の一番の課題
です。
原田　県内の他の商工会議所はどうですか。長
岡だけならばそれでも良いですが。
山村　長岡のやり方を参考にしたいと、県内
２～３の会議所が同様のやり方を始めています。
原田　いいですね。
山村　日本商工会議所から、職員の意識改革や
共済事業への取り組みについて事例発表をして
ほしいとの依頼があり発表したことがありまし
た。それを聞いていた滋賀県内のある会議所の
専務さんが話しをされたのだと思いますが、滋
賀県商工会議所連合会の事務局長の皆さんが研
修会で当会議所を視察に訪れ、職員の意識改革
や能力開発等の長岡のやり方をいろいろ聞いて
いかれました。
原田　非常に良い取り組みをされているなと思
いました。さらに進めていただけたらと思いま
す。
　それでは、次にNICOにいがた産業創造機構
の目黒さんに、産業振興の面から、拠点性につ
いてご発言いただきたいと思います。
　お手元のNICO総合案内のなかに１枚のペラ
の資料が入っております。平成28年度のNICO
の諸事業の実績・成果を表しています。創業支
援の項を見ていただくと、市町村別創業者数は、
新潟市は73ですが、長岡は13と圧倒的差がある。
人口比でいえば３対１くらいですので、長岡は
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新潟に創業面で非常に大きな差をつけられてい
る、と言えそうです。その辺を含めてお願いし
ます。

◉ 年間約100社が創業、Ｕ・Ｉターンも26社創業 
－NICOの実積－

目黒　それではお手元の資料をご覧ください。
まず、NICOにいがた産業創造機構が何をして
いると言いますと、新潟県の企業を元気にして
く事業、いわゆる産業振興に携わっております。
経営相談等年間のNICO利用企業数は15,000社
程度、そのうち、創業や経営改善、諸助成事業
を活用した企業は全体の10％、約1,500社です。
さらに、創業や新分野進出など事業成果が確実
となった企業が300弱というところです。
　２つ目の創業関係ですが、いま原田先生から
ご質問がありましたが、これはあくまでNICO
としての取り扱い件数です。例えば、長岡市は
補助金が充実していますので、長岡市の創業件
数は別に見ないとわかりません。NICOは、年
間100から120件くらいの新規創業者を輩出して
います。男女比では、女性が35％、男性が65％
です。平成22年から27年の５カ年平均の継続率
は85パーセント弱。この85が高いのか低いのか
はいろいろな議論があるのですが、85パーセン
トくらいの方が皆さんご利用後も一生懸命頑
張っております。
　昨年から、地方創生の関係もありまして、東
京都の若者に新潟県で起業していただこうとい
う事業を行っています。他県でも同じことを
やっていると思いますが、その予算が突如つき
ました。実際に、26事業者の方に県外から来て
いただいて、創業していただいています。主に
東京、首都圏が73パーセントなのですが、海外
からも３件（シンガポール、香港、コスタリカ）
ありました。配偶者が新潟出身の方、U・Iター
ンの方が主ですね。
原田　新潟市での創業が多いのでしょうか。
目黒　創業者は60％以上がサービス産業です
ね。商圏の大きさから新潟市での創業が多いの
ではないかと思います。
原田　拠点性の観点から見て、サービス産業化
が進んでいる新潟市での創業が多くなるという
ことでしょう。私の感じでは、やはり全体がサー
ビス化していますから。長岡だけではなく、全

国的に見てもものづくり＝製造業で創業企業は
非常に少ない。現在のイノベーションの核は、
全部情報技術ですね。ITを使ったものづくり
とサービス、これは完全に融合する形になって
いますから。そういう意味でみても、新潟市の
方がサービス産業化が進んでいますから、集中
度が高くなるかもしれませんね、長岡よりも。
　それでは次に、金子様にお伺いしたいのです
が、先ほどのお話しいただいた地方創生という
か、長岡が拠点都市として今後も成長発展して
いくというときに、７つの戦略に順位をつけろ
というのも何ですが、考え方としてはどういう
ふうに考えておけば良いか、お話しいただけれ
ばと思います。

◉ 歴史・文化含めたトータルな魅力づくりが中心
都市としてのポイント

金子　鯉江先生の基調報告の資料（図表２－２－
４本年報106頁）に、人口が増加している市区町
村の理由が書いてあります。人口は小さい地域
は工業団地ができれば人口が増える、これは当
たり前のことです。都市規模が大きくなり、10
万人から29万9000人の都市では、歴史・文化・
環境・交通施設の充実等の魅力による暮らしや
すいイメージの形成が第１位になっています。
　そういたしますと、１つ１つの施策や事業は
大事なのですが、それが時間をかけて定着し
て、まち全体としての魅力につながることが重
要ではないかということです。例えば、教育と
いったときに、米百俵の精神という歴史的なも
のを背景として、長岡はとにかくまちづくりは
人づくりということで教育を重視する。それが、
さらに子どもたちの生きる力を養うということ
で、熱中・感動・夢づくり教育ということにな
る。別に、熱中・感動・夢づくり教育をした子
どもが全員長岡に残ってくださいという前提で
やっているわけではないのですが、子どもたち
がしっかりと世の中で生きていってほしいとい
うことでやっています。子育てでもそうです。
「子育ての駅」は、長岡の特徴的な施設で３箇
所からスタートして合併した地域の10箇所を合
わせて合計13地域にあります。非常にいろいろ
なこと、一朝一夕にはできないということを長
岡市としてはやりつつ、さらに働くという点を
どうやって伸ばしていくか。人間がいかに仕事
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以外のところに魅力を感じ、あるいは結婚した
ら奥さんが一緒に住みたいと思うようなまちで
あり、そこで産まれた子どもがどういうように
育つのかということとセットで魅力を考える必
要があります。
　イノベーションを担当している人間として
は、とにかくITやIoTを使ってさらに足腰の強
いものづくりの街にしていきたい。そのために、
今日もお見えになってらっしゃる長岡技術科学
大学OBの新原先生や武藤先生にアドバイザー
をお願いしています。実際に工場を回ってプロ
の目から見て、新技術・新製品開発につなげる。
そういう活動を地道にやっている。それが長岡
のやり方です。
原田　どうもありがとうございます。それでは、
システムスクエアの山田社長にお願いします。
長岡の産業面での強み、拠点づくりについては、
どうお考えですか。

◉ 情報発信ができれば、長岡は東京より好立地条件

山田　まず、私の会社の拠点は長岡ですが、例
えば、私が東京で起業したとすると、いまの優
秀なメンバーが集まることはたぶんない、と思
います。ですから、われわれが主力としている
機械はできないと思います。東京には、良い会
社がたくさんあるので、なかなか中小企業には
優秀な人が集まらない。逆に言うと、長岡には、
東京の会社ほど大きい会社が無いために、中小
企業にも人が集まる。
　企業がビジョンとして何を持っているか、そ
れから将来性はどうか、などしっかり発信して
いると、その辺をしっかり伝えていると、コン
スタントではないにせよ、優秀な人が集まって
きてくれます。実際に、いま地元の長岡技術大
学や長岡高専、新潟大学の卒業生（技術者）、
さらにU・Iターンの技術者など、非常に多く
の優秀な人に来ていただいています。当社がそ
れほど発信が上手なわけではないのですが、地
元に戻りたいという人はたくさんいると思うの
です。そういう意味では、私からすると、長岡
は非常に良い地域だと思います。
原田　それはシステムスクエアさんが成長して
いてよい企業だからであって、長岡が良いわけ
ではないのではないですか、と質問されたらど
うしますか。

◉ 情報発信のためには＜経営の５大要素＞に取組む

山田　私も最初は１人で、起業していますから、
下請けなわけです。下請けで10年以上苦労しま
したが、永続するわけではない。２年先、３年
先のビジョンが描けるかというと、描けません
でした。いろいろ悩むなかで、オリジナルの自
分の商品をもって全国展開あるいは海外に出る
ことが必要だと気付く。そこで、事業デザイン
を考えて、自分のドメインを決めてやりはじめ
ました。それが創業して７、８年くらいです。
そこから、取り組み始めて、実際に、商売にし
ていったのは創業から15年くらい後です。大分、
時間が経っているのです。
　もう１つ重要なのは、はじめた後に、感覚で
やるのではなく、きちんと基本的考え方、戦略
を打ち立てることです。現在、私は、経営の５
大要素（最重要志向）という考え方に則って経
営しています。戦う市場、独創性、独自資源、
顧客価値、メッセージの５つです。戦う市場は
事業デザイン（市場、競合、技術、世界展開等）
を決めます。独創性は製品力（強みのある明確
な差別化）、独自資源は営業力・技術力・管理力、
顧客価値は顧客視点での課題対応、メッセージ
はデザイン・広報などを指しています。この５
つをしっかり自分の得意なところあるいはその
分野で解析してどう出力・発信していくか。こ
れをしっかりやれば、必ず、会社が上がってく
ると思います。それを次の世代、その次の世代
の経営者にどう展開していくかが重要だと思い
ます。
原田　質問ですが、先ほど金子さんもおっしゃ
いましたが、３大学１高専があるとか、そうい
う高等教育機関の問題とか商工会議所も経済団
体としてある。市の補助金もある。そういう環
境的にはどうですか。評価できるかできないか。
山田　補助金も使うのは大変なのです。全額が
出るわけではありませんし、先にお金を出さな
いといけない。会社も小さいときは補助金を使
えるほど元気ではありませんでした。ある程度
うごきはじめたら多少お金を蒔けるようになっ
て補助金を使って次のステップにいけたのです
が、創業時は銀行へ行ってもお金を借りられま
せんから、そういう思いはありました。だから
難しいと思います。
　ただ一番大切なのは創業される方がお金では
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なくて何を目的でやるかということがたぶん一
番重要です。そこがずれていると苦しくなって
しまうからやめてしまったり、自分の好きなこ
とや、最終的には世の中のため、社会貢献につ
ながっていると踏ん張りが効きます。その辺が
重要だと思います。
原田　どうもありがとうございます。鯉江さん、
パネリストの発言を聞いて拠点整備について一
言お願いします。

◉ 長岡の強み・良い点を県外出身学生に聞いて
みよう

鯉江　拠点性を形成するためには、１つは産学
官金のパートナーシップが重要だと思います。
組織を前提にすると、どうしても会員が中心に
なる。効果的な連携をつくるシステムが構築で
きるかどうかが重要だと思います。そのために
は、産学官金で、インフラ整備を行う、生活の
インフラも、地域のことが一番わかっている人
たちの力が必要だと思うのです。
　もう１つは、長岡の魅力度調査みたいなもの
はあるのかという質問がありました。私のゼミ
生が「まちの駅」を10年間調査していまして、
県内120か所以上の「まちの駅」すべてに行っ
てきました。そこのキーワードは何かというと、
＜若者、馬鹿者、よそ者＞なのです。長岡技術
科学大学でも長岡造形大学でも、いまは県外出
身者が多いわけです。その学生たちに、自分の
故郷と長岡を比べて、長岡の良いところと足ら
ないところというのを聞いてみる。学生に聞く
だけでも意外と簡単に情報が入るし、うちの場
合は県内出身者が圧倒的に多いのですが、そう
すると、県内のあなたが高校までいたまちと長
岡の違いは何ですかと聞けば、ずいぶんと長岡
の良いところと悪いところが出てくる。そのう
えで外に発信していけばよいのではないかとい
う気がしています。
原田　私もその通りだと思います。金子さんい
かがですか。

◉ 魅力的な仕事の場が若者を引き付け、定着させる

金子　長岡市民に対しては定期的に何が魅力か
を聞いています。長岡のまちの魅力あるいは足
りないところというものは外から来た学生に聞

くというのは大切だと思うのですが、それと長
岡に就職するということとは必ずしも結びつく
とは思っていなくて、やはり魅力的な働く場所
が無ければ若者は定着しない。魅力的な働く場
所があるということは、地域経済が活発である
ということなので、聞かないとは言いませんが、
聞いたことがそのまま長岡のまちづくりに活き
ていくとは限らないのではないでしょうか。
原田　その通りだと思いますが、一度やってみ
ますかね。
金子　ぜひ長岡大の方でやっていただければ助
かります。
原田　その辺は具体化できるかどうか、あとで
検討したいと思います。それでは、第２のテー
マの新事業開発なり人材育成なりについて議論
したいと思います。目黒さん、先ほどのNICO
の新事業開発についての情報があれば、ご紹介
いただけないでしょうか。ITを使って成長し
たとか、大手企業等の特許を使って新事業を起
こした、あるいは産学連携で新しい事業を開発
したなど。新事業開発とか商品開発の事例につ
いて、教えていただければと思います。

◉顧客ニーズにどう的確に対応できるか

目黒　お手元の資料で説明したいと思います。
新潟県の技術、私どもは新潟県全域で事業を展
開しているので、新潟県全体の技術紹介という
ことで、販路開拓支援で、東京で開催される技
術系の展示会へ出たり、食品関係の商談会を開
催したりという事業を行っています。
　そこで重要なのは、相手、顧客のニーズに応
えられる商品・サービスを提供できるか、とい
うことです。こういった展示会や商談会の場か
ら相手の意見を聞いたことを新潟県の技術でカ
バーしていこうということが非常に成果を出し
ています。
　例えば、最近ではSNS、Twitter、FBを活用
した情報発信の仕方を顧客のニーズに合わせて
行うことにより、販売を伸ばす方法を開発した
方がベンチャー企業で創業されて成果を上げて
います。１か月目で100万売上げ、いまは３倍
以上、３年目で従業員20人以上に成長しました。
相手が何に困っているか、それを自分がもって
いる技術でカバーできる、というところにいか
に早く気づいて動けるのかという、そのスピー
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ドを確保して成長しています。
原田　顧客ニーズにこたえられることがポイン
トですね。
目黒　最後の海外関係も書いたのですが、いわ
ゆる海外と日本の生活文化も違いますが、違う
からダメなのではなくて、日本の新潟県と共通
する部分がどうも多々あるらしいのです。日本
人がこれは売れないねと言ったものに興味を
もって、それをきっかけに商売が成り立ってき
たとかいう、思いがけない成果があがった例も
あります。
原田　次に長岡市の金子さんにIoTとか新しい
イノベーションを進めておりますので、その辺
を中心にして、長岡のものづくり産業のイノ
ベーションについてお話しいただけますか。

◉ IｏT、AIのイノベーションを長岡ものづくりへ

金子　まず、IoTの導入を推進することに力を
入れております。長岡は、多品少量生産の中小
製造業が集積していますが、人の手に頼る仕事
の形態が多い。今後は人材不足、後継者不足が
進みますので、ITとIoTを積極的に導入する必
要があることから、４月に、長岡市IoT推進協
議会を立ち上げ、また、経済産業省の地方版
IoT推進ラボに参加すべく申請しています。こ
の事業は、補助金が来るわけではないのですが、
IoT推進ラボという名称を使って長岡市もIoT
を積極的に進めますよ、という意思表示をし、
情報の提供や、必要に応じてメンターの派遣を
受けるものです。
　具体的にIoTを進めるため、市が主催して９
月１日にIoT導入セミナーを予定しておりま
す。ご案内しますので、多くの皆様に参加して
いただけたらと思います。
　もう１つ、AI＝人工知能の関係では、長岡
出身の２人の天才技術者・企業家がおります。
１人はPEZY Computing CEOの斎藤元章さん。
同社が開発したスパコンが平成27年に、世界
コンピュータ・ランキング消費電力性能部門
（Green500）で１～３位を独占しました。もう
１人が、UEI社長の清水亮さん。８月４日に、
100名限定ということで、AIのセミナーを行い
ます。AIはよくわからない人が多いので、わ
かりやすく解説していただきます。電気自動車
や自動運転技術は、AIが主導することになる

と言われています。長岡を取り巻くものづくり
の環境は確実に変わっていきます。長岡のもの
づくり企業がこの波に乗れるようにすることが
重要です。
原田　先ほどの、新潟市と長岡市の生産性の違
いの議論がありました。金子さんが言われた、
情報技術をベースにしたイノベーション（私は
そう考えていますが）、IoTとかAI、ビッグデー
タが急速に進んでいるわけですが、この流れに
乗れるところは乗らないと、競争上脱落してし
まうという状況があるのだろうと思うのです。
　ですから、先ほどの生産性の話でいえば、こ
のイノベーションに長岡がうまく乗れれば、新
潟市とは逆の意味で、つまり従業者数が増える
なかで生産性が上がるというプラスの方向性が
私はあるのではないかと思います。ぜひ頑張っ
ていただきたい。私の感じでいうと、長岡版の
イノベーションのビジョンはまだ、よくわから
ない。その辺はどうしますかね。お考えでした
らお答えいただければ。

◉ ３大学１高専の＜知＞と＜学生＞を企業に近づ
ける場づくりが重要

金子　昔テクノポリスの時代には、長岡の産業
を高度化する、先端技術をいれて高度化すると
ともに域外から先端企業を誘致することによっ
て、長岡の工業を活性化するというようなビ
ジョンが明確に描けました。現状は、まだはっ
きりとは、まだ皆様方にこうだよと公表できる
までには至っていませんが、目指すべきは、３
大学１高専の＜知＞と＜学生＞という資源を
もっと長岡の企業に近づける、近づいていただ
ける場をつくるのが私たちのビジョンです。
　それから、先ほど山田社長がおっしゃられま
したが、東京でIoTやAIの仕事をする人は引き
抜かれるが、長岡で起業すれば、そんなことは
ない。生活と開発がセットだから、ということ
で、こちらに会社をつくろうとしておられる人
の話も聞いています。そういうのも長岡の優位
性だと思います。
原田　わかりました。それではすでにIoT、AI
に取り組んでおられるシステムスクエアの山田
社長にお話しいただきたい。この流れに乗るの
には、どういう条件が必要か、実態を含めてお
話しいただければ。
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◉ 持続型イノベーションで特許取得し競争力を
向上

山田　ちょっとその前に、イノベーションにつ
いての私なりの考えをお話ししたいと思いま
す。イノベーションというのは、私どもメーカー
で機械をつくっているのですが、そういう視点
からみると、つくる側の視点でものをつくって
も、なかなかイノベーションにならない。具体
的に社会、市場、お客さん、こういうところで
具体的に何に困っているか明確にわかって、そ
れをどうしたいかという視点から見たときに、
自分たちの技術、あるいはその足りないところ
はたくさんあるのですが、それをどう補ってい
くかが一番大切だと思っています。
　私どもは、技術を組み合わせた「持続型イノ
ベーション」がほとんどです。いわゆる「破壊
型イノベーション」は中小企業では難しいと思
います。当然、他社との差別化ができるので、
重要だと思っています。当社の商品も「持続型
イノベーション」の成果です。野球でいうと１
塁打か２塁打ですね。３塁打やホームランはな
かなか打てないのですが、これを継続的にやっ
ています。これがいままで過去に製品に組み込
んだイノベーションが10個くらい。これからも
そういうものを考えていまして、それを特許で
国内あるいは海外でしっかり守って、自分たち
の権利を守ります。ここに力を使っている。

◉IoTは既に商品化、AIは取組み中

山田　それからもう１点。いま全般的に人手不
足です。当社の機械も売れている。税制でも生
産性向上の設備投資関係の税金も優遇があるの
で、検査の複合化も望まれているので、検査の
複合化や高精度化機能の開発を進めています。
　そうしっかりした目標・目的のもとに、私ど
もはIoTやAIに取り組んでいます。IoTについ
てはもう商品化されて販売していますので、非
常にニーズが上がってきて、お客さんのなかで
は必ずオプションとして使われているというレ
ベルになっています。IoTのなかでは、データ
サーバーとして、データを管理するソフト、そ
れから最終的に生産系のソフトで大型のコン
ピュータにつなげるものが主です。
　AIについては、いま実際に検査の画像処理

の高精度化に取り組んでいます。ちょっと難し
さも感じている。AIまではいきませんが、デー
タをいろいろ改造してティーチングしながら改
善を図っています。ただ、将来的には、IoTと
AIを自分たちの商品にどう組み込めるかで会
社の優位性が大きく変わっていきますので、こ
れは重視して見ていますし、具体的に商品化あ
るいはオプションとして機能を詰めているとい
うところです。
原田　どうもありがとうございました。山田社
長のご発言を聞きますと、もう亡くなりました
が、アメリカの有名な経営学者のドラッカーの
理論が浮かんできます。彼は、企業の機能を、
マーケティングとイノベーションの２つだと主
張した。日本ではそういうことを言った人はい
ないのですが、まさに、山田社長は、日常的な
企業の活動のなかでドラッカー理論を実践され
ているという感じがしています。
　１つ、IoTと言われても、よくわからないと
思いますので、具体的にどんなことをやってい
るか１つだけ事例を紹介していただけますか。

◉異物の検査によるデータ検索管理

山田　IoTは、Internet of thingsの略ですので、
モノのインターネットです。製品の品質や履歴
管理が問われていますので、例えば、われわれ
ですと、商品、食品がラインの中を流れてきて
いろいろな工程を通るわけですが、各所で検査
（異物の検査）が行われます。その検査した商
品の状態のすべてのデータをIoTに取り込む。
データは、検査した画像データだったり、重さ
だったり、商品のイメージなど様々なデータが
入ります。あるお客さんでは、検索するのが大
変なので機械にそのままデータを入れていると
いうやり方がありますし、あるいは進んだ会社
ですとつくられたビッグデータを履歴管理とし
て管理するというやり方です。いつでも検索し
てその商品、時間、すべてを見られるようになっ
て、お客さんから問い合わせがあったときにす
ぐに検索できるというやり方が１つ。その次の
ステップとしては、そのデータを含めて、生産
ライン全体がどう動いていてリアルタイムに問
題がわかりすぐに対策がうてるような管理の仕
方。これは日本のトップ企業が動いている状況
です。われわれはその一番上はできないので、
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下のデータをためて、データをあげて管理する
ところまでは担当しています。イメージはつか
めましたか。
原田　パッとはわからなかったと思いますが。
その結果、例えば、コストが節約できたとか、
画像データの精度が上がったとか、どういう効
果がいまのところあがっているとお考えですか。
山田　この流れは、例えば商品の異物が入って
いたとすると、その前後を検索して、どこにそ
の製品が配送されたか、コンビニ系ですと大手
のところに全部データをあげなければならな
い。定期的な報告をしなければなりません。そ
のデータは、常に要求されます。大手の方はそ
のデータがあることでお客さんに対しての説明
責任が果たせます。通常は異物が入ることは少
なくて、封を開けた後で入っているケースの方
が多い。そういう意味で、検査して出荷したと
きは入っていませんでしたという証明には非常
に重要な要素になっています。
原田　すると歩留まりに関係するのでしょうか。
山田　品質ですね。歩留まりというより、品質
です。説明責任ができるデータを常に持ってい
るというイメージです。それを生産性にも使え
るようにしているというやり方です。
原田　結果的にはコストの削減になりますか。
山田　コスト削減にはなりません。
原田　今まででいうと、異物が問題になったと
きはもっとお金がかかったものが、今度はかか
らなくなったと。
山田　それは全然違います。回収費用がなくな
るので。膨大なお金を使ってシステムを構築し
ています。説明責任ができてそういう問題が無
いとなれば回収しなくて良いですから。定期的
な説明ができますね。
原田　そうすると費用的リスクがなくなる。
山田　そうですね、大きなリスクがなくなりま
す。
原田　わかりました。本当はもっと聞きたいの
ですが、時間が無いので。それでは、次に、山
村専務に、新事業開発などについてご発言くだ
さい。

◉ ＜産業連携・協働拠点＞形成で地域産業・企業
の活性化を

山村　私の方からは、山田社長の言われるよう

な先端的な企業の話ではなく、もう少しマクロ
な観点で発言させていただきます。
　長岡市内の事業所数が減少しているのは、皆
さんもご存じのことと思います。７～８年前と
比べて、10％くらい減っています。2008年のリー
マンショック以降は、さらに減っているのでは
ないかと思います。
　会議所の共済事業のパートナー会社であるア
クサ生命保険は世界最大の生命保険会社です
が、日本の中小企業経営者を対象にアンケート
を行いました。その結果、経営者の心配事の第
１位は「売り上げが伸びない」ということでし
たが、この結果は、私どもも実感しているとこ
ろです。
　また、最近の県の調査で、100社弱の小規模
事業者に事業承継の調査を行ったところ、概ね
半数は後継者が決まっていないとのことでし
た。後継者が決まっていなければ、廃業するか
もしれないわけです。50パーセントというのは、
非常に大きな数字です。これは、小規模事業者
が調査対象でしたが、小規模企業の規模は、製
造業が従業員数20人以下、商業・サービス業が
５人以下です。長岡市内は75パーセントが小規
模事業者なので、非常に心配することが出てき
たなと思います。
　そういう中で、イノベーションは本当に進ん
でいるのかなという感じが正直あります。私ど
も商工会議所の活動は、小規模事業者の活性化
が基本になっています。先ほど金子さんが言わ
れていた中心市街地再開発事業のなかに、当会
議所が平成27年５月に長岡市に提案した「産業
連携・協働拠点構想」を、再開発事業に導入す
る機能の柱として位置付けていただいておりま
す。この構想は、総がかりで地元産業と企業を
支援する機能を持つワンストップ型の「長岡産
業ビジネス交流館（仮称）」を設置するものです。
会議所のほか、市の行政機関、金融機関、中小
企業支援機関が連携して、利便性・機能性の高
い拠点施設の形成を目指します。将来の地域産
業の発展のために、新しいやり方で取り組んで
いくという構想になっています。ブレずに諦め
ないで実現に向けて努力したいと思います。
原田　どうもありがとうございました。では、
鯉江さんから。その後、最後一言ずつ、今後ど
の辺を重点に置いて産業振興なり雇用機会をつ
くっていくか、これがイチ押しで重要だという
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ことを一言ずつ言っていただいて、終了したい
と思います。

◉長岡の魅力を積極的に発信しよう

鯉江　まず、経営者は自分の会社の社員とその
家族を守らなければならないので、絶対に利益
を上げなければならない。それはものすごく
はっきりしていると思うのです。それをサポー
トしているのが商工会議所であったり行政で
あったりするわけです。長岡が発展するために
は、魅力ある雇用の場をつくらなければならな
い。では何が魅力ある雇用の場なのかといった
ときに、多分誰もわかっていない。少なくとも
私はわからない。そうすると、先ほど山田社長
が言われた、作る側の視点ではなくて、お客様
の視点に立って考える。あるいは長岡だから人
材が集まっているのだとおっしゃいましたが、
これは出身者なのか、あるいは生活の質の良さ
なのか。私もよそ者です。もう24年目に入って
いますが、やはり長岡は良いところだと思いま
す。でもそれを発信しているのかというと、発
信できていないのです。だから、そのようなこ
とが非常にこれから大事になるのではないかと
いう感じがしています。

◉＜人材＞が最大のポイント

山田　これから大切にするという意味では、や
はり＜人＞に戻りますね。会社を大きくするに
してもいろいろなアイデアを出すにしても改善
していくにしても、＜人＞に戻るので、しっか
り人材の確保をどうするかが最大のテーマで
す。それでお客さんから頼まれたことをいかに
良いものを出力することで企業が発展につな
がっていきますので、そこが非常に重要だと考
えています。やはり人です。
原田　どうもありがとうございます。本当は議論
したかったのですが、できませんですみません。

◉仕事の仕方、働き方を見直そう

金子　AIとかイノベーションばかりいいまし
たが、原田先生の資料（資料３、本年報36頁）
のなかで、正社員で３年以内に辞めた理由は職
場環境ですね。肉体的・精神的健康を損なう、

労働時間が多いとか、自分がやりたい仕事とは
違っていたなど。ということは、しっかりと学
生に自分の会社のことをわかってもらうという
ことと同時に、会社自身が、いまの働き方は本
当にこれで良いのかというところを見直しても
らうことが必要です。長岡市では働き方の改善
に取り組む企業を応援し、学生の就職につなが
るためのきっかけとして、「ながおか働き方プ
ラス応援プロジェクト」を掲げています。その
企業が絶対大丈夫だよと学生から知ってもらう
ことが大事だと思いますので、ぜひとも事業者
の方も参加をご検討いただければと思います。
原田　ありがとうございます。私の資料も議論
しようと思ったのですが、時間が無いので、申
し訳ありませんが、資料２（ディスカッション
資料①、本年報34頁）と資料３（ディスカッ
ション資料②、本年報36頁）は後で見ておいて
ください。

◉ 若者が起業しやすく活動しやすい、長岡の
中心市街地を目指す

山村　大都市と中小都市の格差が拡大し、なか
なか差が縮まらないという現実があります。金
子さんへのお願いになりますが、長岡市の歴史、
風土、文化を再生していただいて、それをベー
スにして長岡らしいやり方で中心市街地の活性
化策を検討していただきたいと思います。
　いろいろな議論はあるかと思いますが、人を
呼び込み、まちを活性化させるためには、投資
して儲かる中心市街地に転換させる必要があり
ます。これは行政しか出来ない分野であり、長
岡市が施策を打ち出して行かなければ実現しな
いことだと思っています。中心市街地の社会資
本が充実し、若い人が起業しやすくて活動しや
すい長岡のまちづくりにご尽力をお願いしたい
と思います。

◉ 増えている人口（ネット人口）を対象にした
ビジネスもあり

目黒　突拍子もない話になるかもしれません
が、人口といってもいろいろありまして、交流
人口、ネット人口…ネット人口は国内に限らず
海外すべてがネット人口になりえる。そういう
増えている人口をメインとしたIoTやAIを絡め



32

長岡大学　地域連携研究センター年報　第４号（2017年11月）

た目線のなかで政策を打ち上げていくのも方法
かなと思いました。
原田　それは確かにありますね。ちょっと時間
を過ぎてしまいましたが、これでパネルディス
カッションは終わりにしたいと思います。どう
もありがとうございました。（拍手）
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資料１　長岡版総合戦略　長岡リジュベネーション（長岡若返り戦略）
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資料２

2017/07/07  
1995 248.8 2015 230.5  

2010 28.3 2015 27.7

2015 11,980 6,141 18,121
1,277 931 2,208

2015 15 24 4,621 6,875 11,496
6,141 75 508 926 1,434

55
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資料３


